
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                             

 

 

 

 

 

 

2015春季生活闘争･妥結情報   
2015.7.3  第 24号 連合北海道 春季生活闘争本部 

 ６月末までの妥結平均は５，０６０円（２．０２％）前年＋２３４円で推移。 

6月３０日までの集計では、妥結報告は２１４組合。（紙面の都合で、今号では妥結２０５号までを掲

載、集計可能１７８組合、非開示２７組合を含む） 

月例賃金の加重平均では、妥結額５，０６０円(定昇・ベア込み)で、昨年同時期(２０１４年６月３０日)の 

４，８２６円を２３４円上回っている。５，０６０円の内訳は、定期昇給制度相当分４，０８７円、ベア（賃上げ

分）が１，２４４円となった(加重平均なので定昇とベアを合算しても妥結額にはなりません)。 

ベアに関して２９９人以下の組合では、１，４００円となった。定昇制度のない組合が多いため、賃上げ

額への配分が高くなった。（組合規模別の妥結状況は下表参照のこと。） 
 

【組合規模別 平均賃上げ状況   ２０１５年６月３０日結果（昨年６月３０日対比）  連合北海道集計】 

組合規模 
集計 

組合 

対象組合 

人数 

   （人） 

加重平均 

妥結額 

(定昇･ベア込) 

妥結率 

昨年 

集計 

組合 

昨年 

対象組合 

人数 

   （人） 

昨年 

実績額 
(定昇･ベア込み) 

実績率 

昨年比 

増減額 

～ ９９人 

 

１００～２９９人 

 

３００～９９９

人 

１，０００人～ 

９２ 

 

４５ 

 

３４ 

 

７ 

４，１７４ 

 

８，１０４ 

 

１６，８２６ 

 

１８，３６４ 

３，５６０円 

（１．７８％） 

４，５０２円

（２．００％） 

４，８８６円

（１．８７％） 

５，６９８円

（２．１９％） 

８０ 

 

３１ 

 

２４ 

 

７ 

３，９８６ 

 

５，１８０ 

 

１１，９５２ 

 

１５，２３５ 

３，０８９円 

（１．５３％） 

４，２２６円 

（１．７５％） 

４，７８６円 

（１．８９％） 

５，４５６円 

（２．０９％） 

＋４７１円 

 

＋２７６円 

 

＋１００円 

 

＋２４２円 

計 １７８ ４７，４６８ ５，０６０円

（２．０２％） 

１４２ ３６，３５３ ４，８２６円 

（１．９３％） 

＋２３４円 

昨年と集計組合に相違があるため単純比較はできないが、９９人以下の組合は昨年同期比で＋４７１円と

規模別での健闘が目立つ。１００～２９９人の中堅組合は、昨年同時期に比べ＋１４単組＋２，９２４人と妥結

組合が増えている中で＋２７６円という結果は大きい。 

前年妥結額と比較できる１４０組合のうち、昨年妥結額を上回ったのが８７組合６２．１％。そのうち４８組合が

５００円以内の上積みとなっている。賃上げ額では、４，５００円以上の妥結額を勝ち取った組合は、６６組合 

（４７．１％）ある。 

 エントリー組合の残る約三割は、現在も交渉継続中であり、連合北海道は今後も妥結情報を発行して、情

報提供に努める。 

【札幌地区連合 公清企業労組】 妥結 203号 

 月例賃金   組合員ひとり平均 １，０００円（０．６７％） 

 一時金    夏季 １．９０ヶ月  

【札幌地区連合 日信電子労組】 妥結 204号 

 月例賃金   組合員ひとり平均 ５，５７８円（２．３２％） 前年 ２，６４５円（１．０５％） 

 一時金    年間５．１７ヶ月 （夏季 ２．５９ヶ月   冬季 ２．５８ヶ月） 

【全自交 互信労連】 妥結 205号 

 賃金条件  現状維持 

 職場環境改善    スマホ配車を９月１日から運用開始とする。AED を各事業所に配置 

 


